
天理市の仏教美術調査
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桜チ1'i1T.明日香村，;出l!i(1町IC引き続き県下の市町村単位の第4回として本年度は天王HrIl教育

委員会の協力を得て， 岡市内の158ケ千'J' (知{上苛zも合むili内の会寺院)IC伝わる約2，000点の仏教

美術の調査を行った。

天理市は大和余地の"1'央東寄りから，吏にその京側』ζ辿らなる大和高原の一部を含むi也岐に

イ')l. lu~ し . iliは桜列ilifC，北は奈良市IC隣後している。 ζの地も桜升mなどと同様，大和でも早
くから聞けたところで . 11 1辺道沿いには大小のï~ï~民が述らなり ， また ， 物郎. ;fiH'W.大倭，和

m. 布1;木なと:rrt.g託!)~~の本:t:J:の J也としても知られている。 しかし仏教文化!と IYJ しでは . 61比紀"1'

IJ~ICわが図へ仏教が伝米した際 ， 当地の '1'心的勢力であ った物郎氏が俳仏を唱えたためもあっ

て飛鳥時代IC寺院が建立された記録もない。現在のとιろ逃跡も兇当らず，石上l町4J内，機本

町長苛[ー ， 布l i本~j:.和爾 IIIJ版興ミ.'i' . :1!並木 l町光IYJ守などのl日跡、から京良時代の:![瓦~~が 11_l\ こじしてお

り，当iliではこのl時代からようやく寺院が造営されたと考えられている。しかも仏教美術のili

品もこの時代のものは残っていない。iiJ品は彫刻を，*，心とした10111.紀以降の平't(JI年代の作品が

多数伝えられており， 平地理!， 111阿部を通してこの地lこも仏教が浸透していったことがわか

る。1"1"111:1ζ入ると東大寺.!JjJ筒ゴjーなど問視i寺院の庄1，，1になると乙ろも多く ，長崎苛，永久-;!j:，

T品摘手iなどζの地の大4jは興li-;i守Jの勢力下IC入り，また交iiliの要所として51<えた ζ ともあって

仏教は吏!と降縦し，現在でも各大字の号、院tc:A"Wの仏像が多数伝来している。絵国lや工芸品は

宗教行~F勾の災用に供されるもの ， 或いは紙やギ1I など脆弱な材質であるため2主町lI'j代のr'I:品が

11x児されるが，大方は近lJlのものである。しかし，i~鍛会の本(-'j 仏 f盟主空間や党首奥などは各大

手の~i: !Uéの始どに絞っており ， それらには flilf'F{F時ゃ~~fi住者が記苫れており，乙のj也の近111に

おlする民間lを1"1
'
心とした信仰の級制lを匁lる好火料となっている。

本加なでまず役 EI 苫れたのは平安JlH~の彫刻 f'l 品である。市内ではi北米， 東西JI 戸lii: lïI有十

-iI日制背j'[像:f"羽詰hr.i稲守j阿弥陀却l米坐ffi(. 仰木長[Ij-守|両iB部|吃三部[控(仁平元年銘)などが知l

られているにすぎなかったが，今回の品，ljftでは80}，t:;.を上組る作品が脱却された。 '1
'
でもi!J"線を

示すものとして千:f;-， -tE{ コj の定 11J の阿弥陀如米{I"f説(，g~n56.7cm) 合場 l町公民館所在の薬r:'li却 l米éI"像

(像~:~87.6:m)の二部"の一本:f訟がまずとり上け・られよう。 江;白i~i ~.'j:f主はその似怜剖iを絵の )，;Jから

彫成し. 1'，寺'1はなく，その表引も如何lζもー木造らしく_o[()!正で. 9111.紀末にまで遡りうるもの

である。 また合J-l，~1lリ{家[立がj者[ζ比べると表裂がやや1.:3やかになっているが， 機のー材から問3

1戎し，fT引を1地iす椛造で，持備された感はあるが制法式衣火などi!iH，を留め.f世手手も経ってい

て10世紀の山If'lと総められる ilil1jliiHi'iのi!i像として1:1目された。己の地，:IÍJ 御茶(:，Ii ~: '.: 泊旅必i象

(1((<~::;230;m) . i山之内楽(:，li1:i:un)K:1ド{説(像前82.5，，，)の二{設は火災lζ悦って茨IIITが炭化している

が，いずれも10lLl紀lζ遡る一木像で，;r，上村i切にゆかりのin品として当地の股史にとって見逃
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すことのできないものである。 11世紀のー木像も少からず伝えられており，それらは表現I[地

方的なと乙ろも凡られるが，奈良やt安井1<::隣接する当市の庇史の古さを物諮るものであろう。

なお，当市の平安一木彫の特色として上げられる乙とは.I!l!材を使用しているものが多いとこ

ろである。一般に近後地方では桧材の彫刻'f'I，品が圧倒的に多 しその他では維などが用いられ

ているが，持!材の伊jは矢田tililC隣接する桜引ili.大;flJlilltllIli .丑[!¥(jll汀などでこ，三が知られて

いるにすぎない。現在の大有] 7.~地 lζは禅はそれ程多くはないが， 天丑HïIl内では例外的にWl誌や

tl苛の境内lζ惨が.llIiえられているととが多く ，平安彫刻Iζ{史JfIされた機材も，あるいは当地で

潟達されたものではないかと恕i設され，興味深いものがある。 12'1廿紀の作品は111間部，平地llfl

を問わず万i!Wなく伝えられており.:1，(((，，[は隣接地を しのいでいるといえる。それらは当時の

rl]央の作風につながるiM羽1な表引の得木造の作品からA;朴な表現の如何にも在地仏仰の手にな

ったと見られるー木{担まで多岐にわたっている。

鎌倉時代は当時隆盛を紙めたl付111永久子iが廃絶したため日立った作品は絞っていない。前半

J~Iの作品は平安後JVJの旧織を引くものが殆どで ， 後半JDJ の ('1 品 lζ特色のあるものが存在してい

る。 rl' では小尚北 'h， \~i 如来j'r. (U~ (倣正:i29.8cm)が快足立の('F風を引く ，いわゆる公阿弥織の作品と

して注目され， その他. I llUl ii百愉守地Ij~.~ ï~;:1鋭 ~Iι l'I11倣("'12 ~:~'33 . 5cm)， ~~~~ :J j: ~} ilYJ守千手側首Jf.倣

((，駐日54 .9cm) . 商品初、台天1:<:J也雌 -m磁þ.f'担( (融 ~:;i 1 57 . 0om ) など附ドl tJJかな ('1・品が存在している。

5illlJ時代は100，長を上廻る数がliえられている。 、叶I可fI市lilド内J付1ではI凶61愉i片T紀lにLt}奈モi良込ω』県Z下一J川;U;で活F縦世した
1附"η，'j怖l品杭L仏R附耐のr泊在l仁:銘('1品と してt小l'定西念:古1
J米J長(:~坐l色2訂{像担(天文 13(午手 l陪54判4)が知られている。ノ今トl厄悶E到10:のコ'測f公Eでs銘白火t等与は確;認担苫れなカか主つたが.~街白i院淀仏

日印削制'1耐liの下lにζなるとμられる数 I.'~の 1' 1'品がI~ J らかとなった。 また ， ζ O)JI'j (~の i也の1'1，例も比較的像

谷の終った本給的も少くなく ，'1' 1せにおけるさí l1!!の ~~~1 ::tZの織を伝えているものといえよう 。

絵[同1， 工芸作品は~J1念ながら鎌:ít時代以前{ζ 遡るものはよt!. tH さ れなかった。 出，iJの場合

も十五}I:diと同級，近位l

の(t、i'i¥tIき閃がTlil)iの半

数以上の江院 (会所 :'j:

和田~，年甘J'-.~':木造阿弥陀如来借像

等を合む) 1<::80，立が伝

えられていて，そのよ

半が災Ji，和，If-などに

よって伽1('1，年 JI!j.阪

ヨ'..胞‘lなどがやjり，

しかも，今でも 2)]15 

円の程祭会I[使j刊され

ているものも少くな

合場IIJJ公民阿川、造誕百iU如来坐像 く.ililitにおける民JU]
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信仰やその形態を知る上で好箇の資料といえる。この他絵画作品では浄土系守絞lζ伝わる河弥

陀来迎図が注目された。乙れらは聖衆米迎，十-~'j仏，三r..1像 lζ大別されるが， 浬祭図と問機

制作年時等を記すものが多く ，近世の仏教資料として注目されるものであろう。工芸品も絵画

と問機近世の作品が殆どであるが， 小型H未来仰~j:の鰐口に iRg(永二三年八月日大臣告主藤原口

図」の刻銘があって市内l{k"i!iの在銘品として注目された。 ζれら工芸品は半鐙，鰐口，fJE数，

伏鈴等のう宅?を只(約l∞点〉が殆どで，その半数以上!C制作年時，ijjrJ作者，願主等が刻まれてい

るζとが特記される。
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